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第 49 回衆議院選挙の結果（2021 年 10 月 31 日）

日政連議員

道下大樹 北海道 1 区 当選
堤かなめ 福岡５区 当選
吉川　元 大分２区 当選 比例復活
横光克彦 大分３区 次点
川内博史 鹿児島 1 区 次点

推 薦 議 員
近藤昭一 愛知 3 区 当選
辻元清美 大阪 10 区 次点
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9
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
数
が
減
少
し

始
め
た
の
で
、
10
月
7
日
に
は
第
27
回
五
者
合
同
学
習
会
を
、
8
日
に

は
第
27
回
組
織
活
動
交
流
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
31
日
の
第
49
回
衆
議
院
選
挙
の
日
政
連
議
員
・
推
薦
議

員
の
結
果
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
今
回
は
、
予
想
以
上
に
厳
し
い
選

挙
結
果
で
し
た
の
で
、
来
年
7
月
予
定
の
参
議
院
選
挙
に
は
、
各
単
会

と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り
強
い
取
り
組
み
を
し
て
、
比
例
区
〝
古
賀

ち
か
げ
〟
さ
ん
の
当
選
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第27回日退教組織活動交流集会 10月8日 

参議院選挙
古賀ちかげ

日政連候補者

日教組
清水秀行委員長

日退教 
竹田邦明会長

北
退
教
女
性
部
委
員
会
の
取
り
組
み

�

北
退
教　

山
根 

正
子
さ
ん

北
退
教
全
体
が
、
施
設
へ
の
入
所
や

死
去
で
の
会
員
が
激
減
し
て
い
る
。
女

性
会
員
は
現
在
〇
〇
〇
〇
名
で
会
員
全

体
に
対
す
る
割
合
は
約
33
％
で
あ
る
。

組
織
の
拡
大
強
化
と
共
に
女
性
会
員
の
加
入
促
進
、
女
性
役
員

の
増
加
を
目
指
し
て
い
る
。
年
に
一
回
各
退
教
一
名
が
集
ま
り

北
退
教
女
性
委
員
会
を
開
い
て
男
女
平
等
参
画
を
目
指
し
、
関

係
事
項
を
審
議
し
て
い
る
。「
女
性
活
躍
社
会
」
を
謳
い
な
が
ら
、

森
発
言
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
現
実
は
厳
し
い
。　

核
の
ゴ
ミ
受
け
入
れ
を
決
定
し
た
寿
都
町
で
は
、「
子
ど
も
た

ち
に
核
の
ゴ
ミ
の
な
い
寿
都
を
」
と
町
民
達
が
立
ち
上
が
り
、

10
月
末
の
町
長
選
に
向
け
て
活
動
を
始
め
て
い
る
。
女
性
部
で

は
部
員
の
皆
さ
ん
に
書
い
て
貰
っ
た
核
ゴ
ミ
反
対
の
檄
文
の
布

を
縫
い
合
わ
せ
、
え
ち
ぜ
ん
や
候
補
後
援
会
に
届
け
た
。

会
員
数
確
保
と
共
に
、「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
」
為
に
今
後

も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
。

道
東
の
大
地
・
矢
臼
別
か
ら
戦
争
反
対
の
声
を
上
げ
る

�

北
退
教　

村
上 

稔
さ
ん

日
本
一
広
い
別
海
町
矢
臼
別
演
習
場

で
は
今
年
の
6
月
か
ら
9
月
日
米
合
同

実
射
訓
練
「
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド

21
」
が
強
行
さ
れ
た
。「
オ
リ
エ
ン
ト
・

シ
ー
ル
ド
」
と
い
う
の
は
「
東
方
の
盾
」

と
言
う
意
で
「
台
湾
有
事
」
に
備
え
た
訓
練
で
あ
る
。

脱
原
発
の
寄
せ
書
き

多
連
装
ロ
ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
M
L
R
S

2
0
2
1
年
6
月
29
日（
陸
上
自
衛
隊
）
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湾
岸
戦
争
で
米
英
軍
が
使
用
し
た
と
言
わ

れ
る
「
高
機
能
ロ
ケ
ッ
ト
砲
」
や
陸
自
の
「
多

連
装
ロ
ケ
ッ
ト
砲
」
が
使
用
さ
れ
た
大
が
か

り
な
射
撃
訓
練
で
あ
る
。
こ
う
し
た
訓
練
は

他
の
伊
丹
駐
屯
地
、
奄
美
駐
屯
地
で
も
豪
や

仏
も
参
加
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
憲
法
9
条

を
文
字
通
り
無
視
し
た
こ
う
し
た
戦
争
訓
練

に
は
怒
り
を
禁
じ
得
な
い
。

市
街
地
を
戦
闘
車
両
が
走
る
自
走
訓
練
を

し
た
釧
路
市
、
部
隊
を
ヘ
リ
で
移
動
さ
せ
る

「
へ
リ
ボ
ン
訓
練
」
を
行
っ
た
帯
広
市
で
は
、

北
退
教
・
釧
路
教
が
現
退
一
致
で
抗
議
行
動

を
行
っ
た
。
日
退
教
の
皆
さ
ん
、
共
に
団
結

し
て
憲
法
9
条
を
堅
持
し
て
い
こ
う
。

現
退
一
致
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

�

北
退
教　

北
島 

義
久
さ
ん

一
時
は
1
万
人
い

た
北
退
教
の
会
員
が

現
在
は
死
亡
な
ど
に

よ
る
退
会
者
約
〇
〇

〇
名
、
新
規
加
入
者

○
○
○
名
足
ら
ず
で

毎
年
○
○
○
名
ほ
ど
も
減
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
北
海
道
に
僻
地
が
多
く
学
校
が
無
く
な
る
、

新
任
者
の
組
合
離
れ
等
外
部
的
要
因
に
起
因

す
る
こ
と
も
大
き
い
が
、
そ
れ
に
こ
と
寄
せ

て
会
員
減
少
を
傍
観
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。

会
員
の
加
入
促
進
に
、
顔
も
知
ら
な
い
年

の
離
れ
た
者
か
ら
電
話
で
勧
誘
す
る
と
「
な

ん
で
わ
か
っ
た
の
か
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
昨
今
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
普
段
か
ら

の
現
職
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
。
●
現
職

の
分
会
長
会
議
に
顔
を
出
す
●
再
任
用
希
望

者
に
は
「
北
教
組
」「
北
退
教
」
と
の
ダ
ブ

ル
加
入
を
勧
め
る
●
道
徳
の
成
績
表
記
等
で

多
く
の
問
題
を
抱
え
る
現
職
と
の
交
流
会
を

持
つ
…
…
こ
の
よ
う
な
地
道
な
現
退
交
流
の

推
進
が
会
員
拡
大
の
基
盤
で
あ
る
と
信
じ
、

今
後
も
取
り
組
み
た
い
。

組
織
拡
大
の
取
り
組
み

�

福
島
退
教　

竹
中 

柳
一
さ
ん

会
員
数
2
0
2
0
年
度
9
支
部
○
○
○
名　

2
0
2
1
年
度
8
支

部
○
○
○
名
、
こ
れ

が
福
島
県
退
教
協
の

現
状
で
あ
る
。
現
職

時
に
社
会
党
・
社
民

党
寄
り
と
共
産
党
寄

り
で
激
し
く
対
立
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、

共
産
党
の
影
響
下
に
あ
っ
た
組
合
員
は
福
島

退
教
の
会
員
と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
退
女

教
「
あ
け
ぼ
の
会
」
が
あ
り
、
こ
こ
の
会
員

も
ほ
と
ん
ど
は
退
教
協
の
会
員
に
な
っ
て
い

な
い
。

原
発
事
故
や
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
集

金
そ
の
も
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、

新
た
な
取
り
組
み
（
3
月
の
新
聞
の
人
事
異

動
発
表
直
後
に
学
校
宛
て
に
勧
誘
の
文
書
送

付
・
郵
貯
ダ
イ
レ
ク
ト
口
座
を
利
用
し
た
集

金
等
）
も
進
め
て
き
た
。

そ
の
甲
斐
も
あ
り
2
0
2
0
年
度
は
○
○

名
、
2
0
2
1
年
度
は
○
○
名
新
規
会
員
の

加
入
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
殆
ど
が
再
任

用
で
あ
り
、
事
務
的
な
作
業
に
関
わ
る
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
新
た
に
事
務
局
員
を
置
く

こ
と
を
決
め
、
現
在
内
定
し
て
い
る
。

組
織
活
動
強
化
の
取
り
組
み

�

千
葉
県
退
教　

平
野 

直
比
古
さ
ん

千
葉
県
退
教
は
4

支
部
○
○
名
の
小
規

模
組
織
で
あ
る
。
中

に
は
全
員
８
０
代
以

上
と
い
う
組
織
も
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は

消
滅
す
る
危
険
性
も
あ
る
。
組
織
拡
大
の
た

め
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
●
現
職
の
組
合

と
講
演
会
を
取
り
組
む
●
退
教
の
役
員
会
に

現
職
の
組
織
部
長
や
委
員
長
に
参
加
し
て
貰

う
●
現
職
の
新
聞
に
退
職
者
の
声
を
載
せ
る
、

●
退
職
者
の
情
宣
紙
に
載
せ
る
…
…
等
。
署

名
集
め
な
ど
退
職
者
に
も
で
き
る
こ
と
は
あ

る
。今

の
学
校
は
英
語
が
小
学
校
の
3
、
4
年

か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
、
ま
っ
た
く
日
本
語
の

話
せ
な
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
英
語
が
嫌
い
に
な
る

児
童
も
多
く
教
員
は
困
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

禍
も
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
多
忙
化
に
拍
車
が

か
か
る
中
で
、
現
職
の
仲
間
の
思
い
に
寄
り

添
う
こ
と
は
退
教
の
運
動
を
進
め
る
中
で
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。

静
岡
市
教
委
の
中
学
歴
史
教
科
書
・
採
択

し
直
し
問
題
の
取
り
組
み

�
静
岡
退
教　

山
田 

勝
洋
（
Z
o
o
m
）
さ
ん

今
年
6
月
、静
岡
市

教
育
委
員
会
は
中
学

歴
史
教
科
書
の
採
択

し
直
し
を
決
定
し
た
。

昨
年
度
検
定
で
不
合

格
・
今
年
合
格
と
な
っ

た
自
由
社
の
教
科
書
と
、
昨
年
度
採
択
し
た

帝
国
書
院
の
も
の
と
で
採
択
し
直
し
を
す
る

と
の
こ
と
。

自
由
社
を
採
択
さ
れ
な
い
た
め
、
会
員
や

県
退
教
に
知
ら
せ
、
取
り
組
み
を
検
討
し
た
。

臨
時
に
「
た
よ
り
」
1
8
0
号
を
発
行
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
書
を
企
画
検
討
す
る
学
習

会
を
開
催
。
静
岡
市
教
委
の
定
例
会
で
は
6

対
0
で
帝
国
書
院
に
決
定
。
そ
の
定
例
会
に

は
41
名
も
の
傍
聴
者
が
あ
っ
た
。

学
習
会
を
開
き
、
現
静
岡
教
組
に
も
連
絡

し
県
全
体
の
問
題
に
し
た
こ
と
が
良
か
っ
た

と
思
う
。
ま
た
自
由
社
の
教
科
書
の
問
題
性
、

帝
国
書
院
の
教
科
書
の
良
い
点
も
明
ら
か
に

で
き
て
良
か
っ
た
。
今
後
も
目
を
光
ら
せ
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

組
織
拡
大
・
強
化
と
愛
知
退
教
連
の
目
的

�

佐
藤 

佳
紀
（
リ
ポ
ー
ト
の
み
）
さ
ん

鳥
取
（
米
子
・
境
港
）
に
お
け
る
原
発

住
民
投
票
の
直
接
請
求
に
向
け
て

�

鳥
取
県
退
教 

秋
久 

正
行（
後
藤 

謙
作
成
）さ
ん

島
根
原
発
は
全
国

で
唯
一
、
10
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
範
囲
内
に
県
の

中
枢
機
能
（
県
庁
等
）

が
り
、
福
島
の
よ
う

な
事
故
が
起
き
た
場

合
住
民
の
被
害
は
極
め
て
深
刻
に
な
る
と
懸

念
さ
れ
る
。
島
根
原
発
は
3
号
機
ま
で
あ
り
、

現
在
1
号
機
は
廃
炉
決
定
、
2
・
3
号
機
は

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審
査
を
受
け
、
八
年

間
の
審
査
で
今
年
九
月
に
2
号
機
「
審
査
合

格
」
が
出
た
。
こ
れ
か
ら
3
号
機
の
審
査
に

入
る
。

我
々
は
「
原
発
の
稼
働
の
是
非
に
関
し
て
、
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市
民
一
人
一
人
が
当
事
者
と
し
て
話
し
合
い
、

住
民
投
票
を
実
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
住
民

全
体
の
意
思
を
通
す
」
こ
と
を
目
標
に
準
備

会
を
ス
タ
ー
ト
。
約
二
年
間
の
準
備
期
間
か

ら
よ
う
や
く
今
年
六
月
に
米
子
で
「
島
根
原

発
稼
働
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
を
実
現
す

る
会
」、境
港
で
「
境
港
の
未
来
を
考
え
る
会
」

を
開
催
で
き
た
。

講
演
「
原
発
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
‐
チ

エ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
教
訓
」
や
「
穏
や
か
な
革

命
」
の
映
画
上
映
、街
頭
で
の
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
等
の
活
動
を
通
し
て
そ
こ
に
住
む
住
民
が

決
定
権
を
持
つ
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

高
知
県
の
公
立
夜
間
中
学
が
ス
タ
ー
ト
、

高
知
県
に
夜
間
中
学
を
つ
く
る
会
の
運
動
を

全
国
に
繋
げ
た
い

�

高
知
退
教 

細
川 

英
輔（
Z
o
o
m
）さ
ん

今
年
四
月
に
全
国

で
36
校
目
と
な
る
公

立
夜
間
中
学
「
高
知

県
立
高
知
国
際
夜
間

学
校
」
の
開
設
式
・

入
学
式
が
開
催
さ
れ
、

20
代
か
ら
70
代
（
外
国
籍
１
人
）
が
一
期
生

と
し
て
入
学
し
た
。「
高
知
県
に
夜
間
中
学

を
つ
く
る
会
」
か
ら
も
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
た
。

夜
間
中
学
は
東
京
や
大
阪
に
は
複
数
あ
る

一
方
、
37
道
県
に
は
一
校
も
な
い
。「
つ
く

る
会
」
で
は
県
教
委
が
開
催
し
た
「
夜
間
中

学
体
験
会
」
や
「
説
明
会
」
に
積
極
的
に
関

わ
っ
て
き
た
。
今
年
の
開
校
に
は
感
無
量
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
本
当
に
必
要
な
人
に
は
情
報

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
し
、
ま
た

社
会
に
も
理
解
が
不
足
し
て
い
る
。「
日
退

教
」
の
今
後
の
実
践
交
流
に
お
い
て
夜
間
中

学
の
条
件
整
備
や
拡
充
に
関
わ
る
課
題
を
継

続
し
て
交
流
・
討
議
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
都
高
教
退
職
者
会
の
取
り
組
み

�

都
高
退　

本
村 

富
美
子
さ
ん

昨
年
か
ら
続
く
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
国
会
前

の
行
動
や
「
原
発
反

対
」
の
集
会
等
現
実
の

行
動
参
加
の
機
会
が

激
減
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
「
辺
野
古
埋
め
立
て
」
や
「
日

本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
」
へ
の
抗
議
は

が
き
送
付
や
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
最
近
は
対
面
と
ズ
ー
ム
と
の
併
用

で
会
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

昨
年
11
月
に
は
辺
野
古
座
り
込
み
に
参
加
。

ダ
ン
プ
カ
ー
や
ミ
キ
サ
ー
車
が
新
車
な
の
に

抗
議
す
る
皆
さ
ん
は
高
齢
で
闘
い
は
厳
し
い

が
、
み
ん
な
明
る
く
て
芸
達
者
。
工
事
を
破

綻
さ
せ
る
道
は
す
ぐ
に
は
見
え
な
い
が
、
沖

縄
の
人
々
と
楽
し
く
闘
い
た
い
。

ク
ー
デ
タ
ー
軍
へ
の
対
抗
運
動
を
支
え
る

在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
若
者
た
ち

�

神
奈
川
高
退　

落
合 

清
司
さ
ん

2
0
1
2
年
に
8

千
人
あ
ま
り
だ
っ
た
在

日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
は
本

国
の
民
主
化
を
経
て

2
0
2
0
年
に
は
４
倍

強
の
3
6
0
0
0
人
に

な
っ
た
。
女
性
・
若
者（
技
術
実
習
生
を
含
む
）

の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
今
ま
で
は
軍
に
対

し
て
親
近
感
を
持
ち
、
政
治
に
関
心
が
な

か
っ
た
若
者
達
が
ク
ー
デ
タ
ー
後
は
自
分
た

ち
の
問
題
と
し
て
抗
議
・
要
請
・
支
援
活
動

を
活
発
に
し
て
い
る
。

歴
史
的
に
女
性
の
活
動
が
活
発
、
メ
ン

バ
ー
は
主
体
的
に
活
動
に
参
加
す
る
と
い
っ

た
個
人
主
義
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
だ
が
、
市
民

を
虐
殺
す
る
国
軍
が
支
配
す
る
既
成
事
実
に

対
抗
し
よ
う
と
、
軍
や
日
本
政
府
へ
の
抗
議
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
写
真
展
に
よ
る
広
報
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
で
の
寄
付
等
で
本
国
へ

の
支
援
活
動
を
活
発
に
し
て
い
る
。

  

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
問
題
は
一
国
に
と
ど
ま
ら

ず
、
世
界
の
民
主
主
義
に
関
わ
る
問
題
。
日

本
人
は
「
技
能
実
習
制
度
」
の
問
題
も
含
め
、

こ
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
く
こ
と

が
必
須
で
あ
る
。

質
問
・
意
見
・
感
想

北
退
教　

北
島 

義
久
さ
ん

自
由
社
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
な
く
て
良

か
っ
た
。

神
奈
川
県
退

添
田
悦
子
さ
ん

役
員
も
含
め
、
女

性
参
加
が
増
え
て
き

て
欲
し
い
。

静
岡
退
教　

山
田 

勝
洋
さ
ん

戦
争
体
験
を
し
た
の
は
私
た
ち
で
最
後
。

そ
う
い
う
意
味
で
教
科
書
問
題
に
退
職
教
員

は
も
っ
と
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
。

群
馬
退
教

小
倉 

正
之
さ
ん

群
馬
も
会
員
が
減

少
し
て
い
る
。
北
海

道
の
レ
ポ
ー
ト
が
参

考
に
な
っ
た
。

神
奈
川
高
退

早
川 

芳
夫
さ
ん

再
任
用
の
人
が
多
い

の
で
、雇
用
保
険
問
題

に
つ
い
て
交
流
会
等
で

広
く
説
明
し
て
い
る
。

北
退
教　

山
根 

正
子
さ
ん

こ
の
交
流
会
で
は
個
人
の
活
動
と
い
う
よ

り
、
組
織
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
き
た
か

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
べ
き
で
は
。

高
知
退
教　

細
川 

英
輔
さ
ん

今
後
、
夜
間
中
学
の
開
校
に
向
け
、
日
教

組
・
日
退
教
は
、
仲
間
た
ち
と
と
も
に
関
心

を
持
ち
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

都
退
教

谷
口 

滋
さ
ん

現
教
組
、
退
職
教

の
様
々
な
実
践
を
ま
と

め
て
欲
し
い
。

群
馬
退
教　

小
倉 

正
之
さ
ん

野
党
の
議
席
数
が
一
定
数
な
い
と
憲
法
改

正
に
な
っ
て
し
ま
う
。
総
選
挙
に
は
是
非
頑

張
っ
て
欲
し
い
。



（4）

◆
編
集
後
記
◆

10
月
31
日
は「
未
来
選
択
選
挙
」（
忠

犬
キ
ッ
シ
ー
）
o
r
「
逃
げ
恥
解
散
選

挙
」（
枝
野
）
？
12
年
ぶ
り
の
「
政
権

選
択
選
挙
」
だ
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
調
査

で
は
、「
森
友
・
加
計
問
題
の
再
調
査
」

が
最
大
関
心
と
な
っ
て
い
た
が
、
大
手

メ
デ
ィ
ア
は
「
争
点
隠
し
」
報
道
に
徹

し
た
。
残
念
な
が
ら
、
総
選
挙
の
結
果

は
、
一
定
の
成
果
は
あ
る
も
の
の
全
体

と
し
て
は
不
満
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。

教
育
現
場
で
は
、
安
倍
政
権
の
最

後
の
あ
が
き
と
思
え
る
教
科
書
攻
撃
が

い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。
元
杉
並
区
長

で
現
参
院
議
員
の
山
田
宏
に
至
っ
て
は
、

有
名
予
備
校
駿
台
の
自
前
の
日
本
史
テ

キ
ス
ト
に
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
、
一
時
は

「
改
訂
」
の
事
態
に
な
っ
た
。
ま
た
、

相
も
変
わ
ら
ず
の
教
育
現
場
の
多
忙
化

の
中
、
小
学
校
の
教
員
採
用
試
験
の
競

争
率
が
2
倍
を
切
っ
て
い
る
自
治
体
が

多
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
日
教
組
の
尽
力
で
、「
教
員

免
許
更
新
制
度
」
の
廃
止
の
動
き
も
あ

る
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、「
台
湾

海
峡
」「
南
西
諸
島
」
危
機
の
煽
り
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、「
反
戦
平
和
」

の
思
い
を
強
め
、腐
敗
・
堕
落
し
た
「
安

倍
・
菅
」
踏
襲
の
岸
田
政
権
打
倒
に
向

け
、
来
年
の
参
議
院
選
挙
に
勝
利
す
る

た
め
今
後
も
奮
闘
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。（
Ｎ
）

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

2
年
ぶ
り
に
五
者
学
習
会
で
、
来
年
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
日
政
連
議
員
と
し
て
立
候
補
予
定
の
古
賀
ち
か
げ
さ
ん
（
福

岡
出
身
）
は
、
急
遽
進
め
ら
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
、

教
育
現
場
の
混
乱
と
子
ど
も
同
士
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
と
い
う
課

題
を
示
さ
れ
、
ま
た
、
平
和
教
育
を
実
践
さ
れ
て
き
た
経
験
か

ら
二
度
と
戦
争
が
な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
と
決
意
表
明

さ
れ
た
。

学
習
会
は
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
根
絶
へ
の
次
の
一
歩
を
」

と
い
う
演
題
の
、
神
奈
川
新
聞
川
崎
総
局
編
集
委
員
の
石
橋
学

さ
ん
に
よ
る
講
演
で
あ
っ
た
。
石
橋
さ
ん
は
2
0
1
3
年
か
ら

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
取
材
を
続
け
て
こ
ら
れ
、
差
別
の
無
い
社

会
を
ど
う
作
る
か
に
つ
い
て
、
豊
富
な
資
料
を
提
示
し
な
が
ら

話
さ
れ
た
。
最
初
に
「
憎
悪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
い
う
図
（
下

か
ら
の
先
入
観
に
よ
る
行
為
→
偏
見
に
よ
る
行
為
（
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
）
→
差
別
行
為
→
暴
力
行
為
→
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
）
を
示

さ
れ
、
歴
史
的
に
見
て
も
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
や
関

東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
下
の
段
階
で

規
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

過
去
の
歴
史
の
反
省
か
ら
1
9
6
5
年
人
種
差
別
撤
廃
条

約
が
作
ら
れ
た
が
、
日
本
が
締
結
し
た
の
は
村
山
政
権
下
の

1
9
9
5
年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
法
律
で
規
制
す
る
ほ

ど
深
刻
な
差
別
は
無
い
。
第
4
条
の
（
a
）（
b
）
人
種
差
別

行
為
や
扇
動
を
「
法
律
で
処
罰
す
べ
き
犯
罪
」
と
す
る
こ
と
を

留
保
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
表
現
の
自
由
を
侵
す
危
険
が
あ

る
。
石
橋
さ
ん
は
、
差
別
禁
止
法
が
無
い
な
か
で
、
い
か
に
ひ

ど
い
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
ヘ
イ
ト
デ
モ
）
が
行
わ
れ
て
い
る
か

を
動
画
で
紹
介
さ
れ
た
。
2
0
1
6
年
に
な
り
よ
う
や
く
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
差
別
を
な
く

す
た
め
の
施
策
は
自
治
体
任
せ
と
い
う
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、

実
効
性
は
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、

2
0
1
9
年
、
日
本
で
初
め
て
川
崎
市
で
差
別
を
犯
罪
と
位
置

づ
け
、
刑
事
罰
を
科
す
条
例
が
成
立
し
た
。

そ
の
後
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
・
デ
モ
は
繰
り
返
さ
れ
る
が
、

石
橋
さ
ん
は
、
川
崎
市
桜
本
の
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
の
紹

介
や
ヘ
イ
ト
デ
モ
許
可
に
対
し
て
体
を
張
っ
て
差
別
を
阻
止
す

る
人
々
の
様
子
等
も
記
事
に
し
た
。
そ
し
て
、
川
崎
市
で
は
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
繰
り
返
し
て
い
る
男
性
の
集
会
と
デ
モ
の
集

合
場
所
と
し
て
申
請
し
て
い
る
公
園
の
利
用
を
不
許
可
と
す
る

判
断
を
下
し
た
。

一
方
、
多
文
化
共
生
施
設
「
川
崎
市
ふ
れ
あ
い
館
」
の
館

長
崔チ

ェ

江カ
ン

以イ

子ヂ
ャ

さ
ん
へ
の
誹
謗
中
傷
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
刑
事

罰
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
殺
害
を
ほ
の
め
か
す
脅
迫

状
が
届
い
た
り
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

在
日
コ
リ
ア
ン
が
防
刃
チ
ョ
ッ
キ
を
着
な
け
れ
ば
外
を
歩
け
な

い
状
況
さ
え
生
ま
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
ト
ラ
ン
プ
が
大

統
領
に
な
っ
て
以
降
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
増
え
、
レ
イ
シ
ス
ト

の
集
会
に
抗
議
し
た
人
が
ひ
き
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
ま
で
起

き
た
。
そ
の
方
は
「
憤
り
を
覚
え
な
い
の
は
あ
な
た
が
関
心
を

持
っ
て
い
な
い
か
ら
で
す
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
た
が
、
今
あ

る
差
別
に
目
を
こ
ら
し
、
N
O
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

最
後
に
石
橋
さ
ん
は
差

別
を
禁
止
す
る
法
律
が
無

い
状
況
で
は
、
川
崎
市
の

よ
う
な
条
例
を
広
げ
、
そ

れ
を
社
会
の
規
範
と
し
レ

イ
シ
ス
ト
が
町
中
で
差
別

を
す
る
状
況
、
居
場
所
を

奪
う
こ
と
が
、
差
別
を
な

く
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な

が
る
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

第
27
回
　
五
者
学
習
会
報
告


